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 第 1学年 生活科 学習指導案 
  令和５年１２月１３日（水）第３校時 

１年 児童数８名 
１ 単元構想図                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

 
 
 
 
 
 

単元名  ふゆをたのしもう（全１１時間） 
内容（５）季節の変化と生活（６）自然や物を使った遊び 

 

 
・空気がまた変わってきた気がするね。１２月に

なってどうなってきたのかな。 
・外の様子もまた変わってきたのかな。 
・春や夏、秋ではどんな変化があったかな。 

きっかけ 

◆学習の流れ ◆意識の流れ 

・前よりどんどん寒くなってきたよ。 
・春や夏、秋もたくさん違ったところ

があったよ！変わっているところも

あるかもしれないね。 
・草や花、生き物が変わっていったね。 

・春や夏、秋とはどんなところが変

わっているのかな？ 
・生き物や、お花の様子は変わって

いそう！ 
・寒くなってきたから、空気の感じ

も違うと思う！ 
・銀杏の木の色が黄色になっていた

けど、落ちてしまったね。 
・木の葉っぱが枯れてきている！ 
・秋に比べて生き物が少ない気がす

るな。虫の声が聞こえなくなった

ね。 
・みんなで育てた大根も大きくなっ

たね。みんなで食べたい。 
・公園も様子が変わっているのかも

しれない！見に行きたいな！ 
 

・運動場と同じで、生き物はあんまり

いないな。 
・公園の木の葉っぱも枯れているよ。 
・ブランコも冷たくなっている！ 
・このまま寒くなったら雪が降りそ

う！ 
・雪が降ったら、雪を使って遊びたい

な。 
・雪合戦ができそう！ 
・風が強いから、凧揚げもできるかも

しれない。 

小単元１ （２時間） 
こうていで ふゆを さがそう 

○冬といえばどんなものがあるか考える。 
○冬と、他の季節との違いは何か予想する。 
○秋の様子と比べながら冬見つけをする。 
○校庭で見つけたものや、感じたことを伝え

合う。 

◆学校だけでなく、日常生活の中の季節の移り変

わりに目を向けられるようにする。 
◆通学路の様子についても想起させる。 
◆年長の時にどんな経験をしたか思い起こさせ

る。 
◆春から秋の活動の写真等を掲示し、季節の移り

変わりを捉えやすくする。 

小単元２ （２時間） 
ふゆの こうえんに いこう 

○公園にも今までの季節とは違いがあるのか

調べに行く。 
○公園で見つけたものや、感じたことを伝え合

う。 
○見つけたものや、お気に入りをまとめる。 
○冬にできそうなことについて考える。 
◆今までの季節に公園に行った時の写真を提示

し、比べやすくする。 
◆秋から冬への季節の変化について学校と公園

で同じところと違うところに気付かせる。 
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小単元３ （５時間） 
ふゆの あそびをしよう 

○自分の考えた方法で冬の特徴を生かした遊

びを行う。 
○遊びや遊びに使う物を工夫しながら友達と

遊ぶ。 
○凧揚げ、風車、影遊び等を行う。 
◆道具や材料を揃え、いつでも活動に取り組め

るように環境を整えておく。 
◆園の経験を想起させたり、友達と相談させた

りしてやってみたい遊びのイメージを膨らま

せる。 

・園では氷の上でスケートをしたよ。 
・園の時よりも大きな氷を作ってみ

たい。 
・雪が降ったら雪合戦をしたいな。他

には何ができるのかな？ 
・風が強いから、風を使った遊びをし

てみたい。 
・影も長くなっているから、影を使っ

た遊びもできるかもしれない。 

・雪を使った遊びが面白かったで

す！ 
・他の季節ではそれはできないか

らね。 
・生き物がいなくなってさみしか

った。春になったら出てくるか

な？ 
・風が強い日には凧が上手に揚が

ったね。 
・大きな氷の作り方を教えたい

な！ 
・冬だからできる遊びだね！みん

なにもお気に入りを伝えたい！ 
・季節の絵本をみんなに見てもら

いたいね。 

小単元４ （２時間） 
ふゆの ことを つたえよう 

○遊んだ中から、特にお気に入りの遊びをま

とめて冬の絵本を作る。 
○学習発表会で他学年に伝える方法を考え

る。 
◆実際に遊んで感じたことを絵日記にまとめ、

自分たちが感じたことを記録する。 
◆友達と交流しながら、まとめるようにする。 
◆他の学年にも伝えられるように、季節の絵本

にまとめるということを確認する。 
◆これまでの活動を思い起こしながら、四つの

季節を遊びの視点で振り返らせる。 

単元で付けたい力 
〇冬の自然と関わる活動を通して、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様子が変わるこ

とや、それを利用した遊びの面白さに気付くことができる力 
〇冬の自然と関わる活動を通して、身近な自然の違いや特徴を見付けたり、自然のよさを感じたり

し、遊びや遊びに使う物を工夫する力 
〇冬の自然と関わる活動を通して、身近な自然を取り入れたり、身近にある物を使って遊ぶ活動や

使う物を工夫して作ったりするなど、自分の生活を楽しくしようとする力 
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２ 単元について 

○単元観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本単元は、学習指導要領の内容（５）「季節の変化と生活」（６）「自然の物を使った遊び」を受けて

設定したものである。また、１年間を通した学校内や校区内の自然と関わる四度目の活動になる単元

である。 
本単元では、冬の自然と関わる活動を通して、身近な自然の違いや特徴を見付け、自然を利用した

遊びの面白さや自然の不思議さ、身近な自然の様子、季節によって生活の様子が変わることに気付く

とともに、身近な自然を取り入れ、自分の生活を楽しくしようとすることができるようにすることが

ねらいである。 
児童はこれまでの活動を通して、「視覚」「聴覚」「嗅覚」「触覚」「味覚」の感覚を使って、季節と関

わってきている。本単元でも、五感を生かしながら、季節の変化を感じる中で「夏や秋の虫は今ごろ

どうしているのだろう」「冬も木や花の様子が変わっているかもしれない」「冬もいろんな遊びができ

るかな」といった、疑問や発想を生かして活動を計画することができる。 
また、児童の発想で、自分たちだけでは難しいものが出てきた際、地域の方に協力をしてもらい、

共に活動することを通して、地域の方との交流を深めることもできる。 
このような活動を通して、子どもたちが季節の変化に気付き、季節を取り入れながら自分たちの生

活をより楽しくしていこうとする意欲をもたせることができる単元である。 
 
○児童観 
本学級の児童は、認定こども園でたくさんの季節遊びを経験している。例えば、秋には地域の方と

の芋掘りやまつぼっくりを使ったけん玉づくり、冬には園庭の氷でスケートや自然物を水の中に入れ

て凍らせたりする遊びを行い、季節の特徴を生かした遊びを楽しんできている。 
入学してからも「春見つけ」「夏見つけ」「秋見つけ」等、季節に関わる活動を年間を通して行って

きた。諸感覚を働かせて季節の特徴を探したり季節ならではの遊びをする中で、「春にいた生き物が

いなくなった。」「夏にいた蝉の声が聞こえなくなった。」「秋の空気のにおいになってきた。」等、気付

いたことを自分の言葉で伝え合ったりする姿が見られるようになってきている。また、地域の方の協

力を得ながら様々な経験もしてきた。本単元を通して、冬の自然の特徴に気付くと共に、それぞれの

季節がつながり繰り返されていることに気付かせ、再び訪れる春をより楽しく生活できるようにして

いきたい。 
５月に実施した生活科・総合的な学習の時間アンケートの一年生の結果は以下の通りである。 

 項目内容 ５月 
肯定（％） 

１ 津野町が好きですか。 100 

２ 生活科の勉強は好きですか。 100 

３ 津野町のために、なにかをしたり、してみようと思ったことがありますか。  
（地域の行事への参加、ゴミ拾い、元気なあいさつ、など） 100 

４ 地域の人から大切にされていると感じることがありますか。 100 

（５）季節の変化と生活 
  身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して、それら

の違いや特徴を見付けることができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様子が変

わることに気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。 
 
（６）自然の物を使った遊び 
  身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びや

遊びに使う物を工夫してつくることができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、

みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。 
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５ 生活科の時間に、他の授業で学んだことも取り入れて学習していますか。  85.7 

６ 自分の考えをわかりやすく友だちに伝えることができますか。 100 

７ 友だちと話し合うことで、自分がわからなかったことがわかったり、新しいことに

気づいたりすることはありますか。 100 

８ 生活科の時間で学んだことは、自分の生活に役立っていると思いますか。 100 

９ 大人になっても、津野町や高知県のために、自分のできることをしたいと思いま

すか。 100 

１０ 地域の人と勉強して、自分の考えが広がったり、自分の将来について考えたりす

るきっかけになりましたか。 100 

 
すべての項目に肯定的な回答が多くみられる。「津野町が好き」「地域の人から大切にされている」

等、１年生の生活科の目標の「津野町大好き」にも繋がると感じる。５月に実施したアンケートのた

め、これらの結果は、年長児の経験が基盤となっていると考えられる。年長児の経験で養った感覚を

引き続き育みながら、１年生としての経験も増やしていきたい。そこで、本単元では児童の冬の活動

の中に「地域の人との交流を深める機会」を設定することで、「津野町が好き」「地域の人から大切に

されている」という感覚をさらに育んでいきたい。 
本校の研究主題である、「対話」の力を高めるためにも、「自分の考えをわかりやすく友だちに伝え

ることができますか。」や「友だちと話し合うことで、自分がわからなかったことがわかったり、新し

いことに気づいたりすることはありますか。」の項目も、向上を意識して行っていく必要がある。友達

と計画を立てたり、活動の中で気付いたことを伝え合ったりすることで、児童の対話の力も高まって

いくと考える。 
 
○指導観 

  本単元では、冬見つけや、冬の自然を生かした遊びを通してそれらの違いや特徴を見つけるととも

に、自然の様子や四季の変化、季節によって生活の様子が変わることに気付き、それらを取り入れ自

分の生活を楽しくしようとすることができるようにする。 
  小単元１では、校庭での冬といえばどんなものがあるのかを考えたり、冬見つけの活動をしたりし

て、校庭の様子が変化していることに気付かせる。また、季節の絵本を見比べることで、これまでの

自然の様子との違いを比べやすくする。「見る」「聞く」「嗅ぐ」「触る」「味わう」といった感覚を大切

にしながらこれまでの季節見つけを行ってきているため、冬見つけでも引き続きその感覚を働かせた

活動にしていく。 
  小単元２では、冬の公園に見学に行き、今までの季節との違いを見つける活動を行う。これまでの

学習を通して感じた公園の季節の変化に気付かせる。また、校庭と公園の冬見つけを行う中で感じた、

冬の自然を生かしてできることについて考える。今までの経験から考えられることや、新たにやって

みたいことなど、児童の願いが引き出されるようにしていきたい。 
  小単元３では、小単元２で出た児童の願いを中心に、冬の自然や身近にある物を使う等して遊ぶ活

動を行う。また、秋には地域の方のアイデアを生かした活動も行ってきたため、児童から地域の方の

力を借りたいという願いが出た場合は、地域の方にも協力をしてもらう。 
  小単元４では、児童が行ってきた冬の遊びで印象に残ったことや、お気に入りの遊びをまとめて、

季節の絵本を作成する。また、冬にはどんなものがあったのか、見つかったこともまとめていく。そ

の際に、今までの季節との違いが分かるようなまとめ方を行うため、今までの季節の絵本も準備し、

比べられるようにする。 
季節は一年間を通して様々な姿に変えていくこと、それに伴って自分たちの生活が変化したり、遊

びを工夫したりできるようになることなど、季節の変化の面白さを感じさせたい。身近な自然を取り

入れたり利用したりして、自分の生活をよりよくしようとする態度を育成したい。 
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３ 単元の目標 

   冬の自然と関わる活動や冬の自然を利用した遊びを通して、身近な自然の違いや特徴を見付けたり

遊びや遊びに使う物を工夫してつくったりして、冬の自然の様子や季節によって生活の様子が変わる

ことや自然を利用した遊びの面白さに気付くとともに、身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくし

たり、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりすることができるようにする。 

 

４ 評価規準 

 
５ 指導と評価の計画（全１１時間） 

 

単元の 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

冬の自然と関わる活動や冬

の自然を利用した遊びを通し

て、自然の様子や四季の変化、

季節によって生活の様子が変

わることや、それを利用した遊

びの面白さに気付いている。 

冬の自然と関わる活動や冬

の自然を利用した遊びを通し

て、身近な自然の違いや特徴を

見付けたり、遊びや遊びに使う

物を工夫してつくったりして

いる。 

 冬の自然と関わる活動や冬

の自然を利用した遊びを通し

て、身近な自然を取り入れ自分

の生活を楽しくしたり、みんな

と楽しみながら遊びを創り出

そうとしたりしている。 

小
単
元
に
お
け
る
評
価
規
準 

１ 
・ 
２ 

①校庭や公園で自然の様子が、

秋から冬に変化しているこ

とに気付いている。 

①春から秋の校庭や公園の様

子と比較して、冬の自然の特

徴を探している。 

①楽しみたいという思いや願

いをもって、冬の自然と触れ

合おうとしている。 

３ 
②冬の自然や物は、いろいろな

遊びに利用できることに気

付いている。 

②冬の自然を生かして繰り返

し遊んだり、遊びや遊びに使

う物を工夫したりしている。 

②冬の自然と関わりたいとい

う思いをもち、遊びを創り出

そうとしている。 

４ 
③季節に合わせて、自然の様子

や生活の様子が変化するこ

とに気付いている。 

③遊びを工夫したり、友達と楽

しく遊んだりしたことを振

り返り、表現している。 

③みんなで遊ぶと生活が楽し

くなることを実感し、毎日の

生活を豊かにしようとして

いる。 

小単元名 

（時間） 
学習活動 評価規準 評価方法 

１ 
こうていでふゆを  

さがそう（２） 

・冬といえばどんなものがあるかを考え、他

の季節との違いを想起する。 

・校庭で、冬の動植物を観察したり、霜柱や

氷等、冬特有の自然を探したりして、気付

いたことを伝え合う。(本時) 

 家の近くの冬の物を観察し、発表して気付

いたことを伝え合い、校庭の様子と比べ

る。（雨天時） 

知① 

思① 

態① 

行動観察 

ワークシート 

発言 

２ 
ふゆのこうえんにいこう

（２） 

・公園で、冬の動植物を観察したり、霜柱や

氷等、冬特有の自然を探したりして、気付

いたことを伝え合う。 

行動観察 

ワークシート 

発言 

３ 
ふゆのあそびをしよう

（５） 

・児童のアイデアを基にしながら、冬にでき

る遊びを行う。 

知② 

思② 

態② 

行動観察 
ワークシート 

発言 

４ 
ふゆのことをつたえよう

（２） 

・冬の絵本に、お気に入りの遊びについて、

今までの季節との違いをまとめ、伝える。 

・学習発表会で他学年に伝える方法を考え

る。 

知③ 

思③ 

態③ 

行動観察 

作成物 

発言 
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６ 展開（晴天時） 

◆第１次１時(２/１１) 

本時の目標 
諸感覚を使って、冬の動植物を観察したり冬特有の自然を探したりして、気付

いたことを伝え合うことができる。 

観点別評価規準 思 春から秋の校庭や公園の様子と比較して、冬の自然の特徴を探している。 

準備物 ワークシート・探検バッグ・虫めがね・iPad・袋・ホワイトボード・マジック 

学習の展開 

活動の流れ 児童の意識の流れ 指導上の留意点（◎） 

１．前時の振り返りをする。（１分） 
 

 
 
２．本時の課題を考える。（２分） 
 
 
 
 
３．校庭に冬を探す。（１５分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．見つけた冬を全体で伝え合う。

（１０分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．もう一度外に冬を探しに行く。

（１０分） 
 
 
 
６．もう一度見つけたものを伝え合

う。（５分） 
 
７．振り返りを行う。（２分） 

・冬といえばどんなものがあったのか
なということを考えたね。 

・校庭でも探してみたいと思っていた
よ。 

 
 
 
 
 
・秋よりも葉っぱがたくさん落ちてい

るね。色も変わってきている葉っぱも
多くなった気がする。 

・鉄棒が冷たくなっている。ずっと触れ
ない。 

・虫たちの声が聞こえないなあ。どこか
に行ってしまったのかな？ 

・息が白い。空気も冷たくなったな。 
 
 
 
 
 
・銀杏の木の葉っぱがなくなっていた

よ。 
・秋にいた生き物はもういなくなって

いた。教室の生き物は元気なのに。 
・そういえば虫の声が聞こえなくなっ

ていたね。 
・鉄棒とかの遊具が冷たかった。 
・息を吐いたら暖かかったよ。白くもな

っていた。 
・朝あった氷が無くなっていたよ。 
 
 
 
・友だちが言っていたことを見に行っ

てみたい。 
・本当に息が白くて暖かいよ。 
・本当に鉄棒が冷たいね。 
 
 
 
 
・また公園の様子も見に行ってみたい。 
・枯葉も使って、また何かできるかもし

れない。 
 
 

◎前時の振り返りを生
かし、本時にやってみ
たいことは何かを確
かめる。 

 
 
 
 
 
◎五感を働かせて活動

できるよう、「冬見つ
けのコツ」を確認す
る。 

 
◎記録を残したい児童

のために、メモ用紙、
ホワイトボード、タブ
レットなどを準備し、
自由に選択できるよ
うにする。 

 
 
◎今までの季節との違

いが分かるように、各
季節の絵本を準備し
ておく。 

 
◎児童が発見した冬を

五感に分けながら板
書にまとめる。 

 
◎子どもの言葉を生か

した板書にする。 
 
 
思 春から秋の校庭や
公園の様子と比較し
て、冬の自然の特徴を
探している。（行動観
察・ワークシート・発
言） 

 
 
◎次の活動がでない場

合は、今までの活動を
想起させて、これから
の活動を考えさせる。 

 

こうていには どんなふゆがあるのか 見つけにいこう！ 
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７ 板書計画 
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６ 展開（雨天時） 

◆第１次１時(２/１１) 

  

本時の目標 
家の近くの冬の物を観察し、気づいたことを伝え合い、校庭の様子と比べること

ができる。 

観点別評価規準 思 家の近くの様子や校庭の様子から冬の自然の特徴を探している。 

準備物 写真・電子黒板・ワークシート・探検バッグ・虫めがね・iPad・袋 

学習の展開 

活動の流れ 児童の意識の流れ 指導上の留意点（◎） 

１．前時の振り返りをする。 
 

 
 
２．本時の課題を考える。 
 
 
 
 
３．家の近くで見つけた冬にどんな
ものがあったのかを伝え合う。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
４．校庭に冬を探しに行く。 
 
 
 
 
 
 
５．本時の振り返りを行う。 

・冬といえばどんなものがあったのか
なということを考えたね。 

・家の近くの様子も撮影してきたよ。 
 
 
 
 
 
 
・秋の時よりも葉っぱがたくさん落ち

ているね。色が変わってきている葉っ
ぱも多くなった気がする。 

・わたしの家の周りも植物がなくなっ
たよ。 

 
・それはわたしの家では見つけられな

かったな。 
・家の周りにあったものは、校庭でも見

つかるのかな？ 
・夏や秋と何が変わったかな？ 
・生き物たちはどこかに行ってしまっ

たのかな？ 
・木の色が変わって、今は葉っぱが全部

落ちているよ。 
・校庭にも見に行きたい。 
 
・校庭の木もやっぱり枯れているね。 
・空気が冷たくて、息が白くなるね。 
・氷がはっているよ。 
・虫たちは葉っぱのしたにいるのかな。 
・雨が梅雨の時よりも冷たいね。 
 
・もしかしたら公園でも同じものが見

つかるかもしれない。行ってみたい。 
・公園の様子も見に行ってみたい。 
 

◎前時の振り返りを生
かし、本時にやってみ
たいことは何かを確
かめる。 

 
 
 
 
 
◎家の中で見つけたも

のは、事前に確認して
おき、本当に季節なら
ではのものになって
いるのか、確かめてお
く。 

 
 
思 家の近くの様子や
校庭の様子から冬の
自然の特徴を探して
いる。（行動観察・ワ
ークシート・発言） 

 
◎今までの季節がどう

だったかを比べられ
るように、作成した絵
本を置いておく。 

 
 
 
 
 
◎次の活動がでない場

合は、今までの活動を
想起させて、これから
の活動を考えさせる。 

 

いえのちかくには どんなふゆが あったのか つたえあおう！ 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

いえのちかくには どんなふゆが あったのか つたえ

あおう！ 
か 

冬見つけのコツ！！ 
・みる  ・きく 
・さわる ・におう 
・あじわう 

み 

目のイラスト 

 

耳のイラスト 手のイラスト 鼻のイラスト 

   

つぎはどうする？ ふ 

口のイラスト 

 


